
日 越の 界韓 を境 え
帝国日本への対し方

「帝国日本」の崩壊は、帝国のひずみの解消とはならなかった。「帝国日本」
が生み出した負の遺産は、「帝国崩壊」後にさらなるあとくされを残した
のである。いまこそ「帝国日本」の責任継承者としての日本国、「帝国日本」
によって植民地化された過去を持つ大韓民国は、この過去に対して、どう
向き合っていくべきなのか。

本年度は、韓国で『虫と帝国』を出された黄鎬德さん、このほど大月書店
から『抵抗と絶望』を出された金哲さんを招いて、日韓研究者が共同歩調
をとりうる可能性について議論する。

企画 / 進行  西成彦（立命館大学先端総合学術研究科）

主催   比較植民地文学研究の新展開 --「語圏」概念の有効性の検証

共催   立命館大学 国際言語文化研究所

お問い合わせ  立命館大学 国際言語文化研究所  TEL: 075-465-8164   E-mail: genbun@st.ritsumei.ac.jp

日韓企画 2 0 1 5

   日本学術振興会 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（C）（研究課題番号 : 15K02462）

日時    2015 年 10 月 10 日（土）13:00-18:00
会場    立命館大学 衣笠キャンパス 創思館カンファレンスルーム

講師（予定）　金哲（延世大学校）朴裕河（世宗大学校）浅野豊美（早稲田大学）

第４回　「抵抗と絶望」

■ 次回のご案内

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/re/k-rsc/lcs/lcs_index.htm

日時   2015 年 8 月 1 日（土）14:00-17:00

第 3 回　「虫と帝国」

会場    立命館大学 衣笠キャンパス 創思館 403/404 教室 

講師　　　　黄鎬德（成均館大学校）
コメンテータ   李孝徳  （東京外国語大学）

http://www.ritsumei.jp/accessmap/accessmap_kinugasa_j.html

事前予約不要・入場無料

て


